
本
稿
は
、
百
科
事
典
類
は
も
と
よ
り
、
中
国
専
門
の
事

典
に
も
あ
ま
り
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
、
春
秋
学
関
係
の
基

本
語
を
集
め
て
掲
げ
、
事
典
風
に
簡
潔
な
解
説
を
附
し
た

も
の
で
あ
る
。

【
孔
子
説
経
説
話
】

孔
子
は
、
《
春
秋
》
経、
を
制
作
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
解
説
も
し
た
、
と
い
う
説
話
。
こ
の

説
話
は
、
伝
義
を
孔
子
か
ら
の
伝
授
で
あ
る
と
擬

装
す
る
も
の
で
、
例
え
ば
、
隠
公
二
年
の
公
羊
伝

文
「
紀
子
伯
者
何
　
無
聞
焉
爾
」
の
何
注
に
「
其

説、
口
授、
相
伝、
」
と
あ
る
よ
う
に
、
後
漢
以
降
で
は
、

す
っ
か
り
定
説
化
し
て
い
る
が
、
由
来
は
そ
れ
ほ

ど
古
く
は
な
い
。
前
漢
の
状
況
を
み
る
に
『
公
羊

伝
』・
董
仲
舒
・『
穀
梁
伝
』
は
、
い
ず
れ
も
み
な
、

�
孔
子
の
義
の
こ
め
方
は
「
書
法
」
と
い
う
も
の

で
行
な
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
義
は
、
そ
れ

を
後
か
ら
「
分
析
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
る
�
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
説

経
説
話
が
入
り
こ
む
余
地
は
な
い
。
こ
の
説
話
の

初
出
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
有
所
襃
諱
貶
損

不
可
書
見
　
口
授
弟
子

、
、
、

（
中
略
）
明
夫
子
不
以
空

言
説
経
、
、

也
」
で
あ
り
、
こ
の
一
節
は
、『
左
氏
伝
』

の
出
現
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か

ら
、
実
は
「
孔
子
説
経
説
話
」
の
出
現
と
『
左
氏

伝
』
の
出
現
〔
前
漢
末
〕
と
の
間
に
は
、
著
し
い

相
関
関
係
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
事

を
詳
述
す
る
と
い
う
『
左
氏
伝
』
の
方
法
で
は
、

こ
の
説
話
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
孔
子
の
説
経
〔
伝
授
〕
が
な
い
と
い
う
状
況

で
唯
一
可
能
な
の
は
、
書
法
を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
義
を
推
測
す
る
〔
公
・
穀
の
方
法
〕、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
に
、
事
件
の
詳

細
〔『
左
氏
伝
』
中
の
説
話
・
史
話
〕
の
よ
う
な

も
の
を
、
単
な
る
粗
描
に
過
ぎ
な
い
も
の
〔
経
文
〕

か
ら
、
推
測
に
よ
っ
て
知
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

そ
も
そ
も
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の

よ
う
な
孔
子
と
の
密
着
度
を
強
調
す
る
説
経
説
話

を
背
景
と
す
る
左
氏
の
攻
勢
に
対
し
て
、
公
・
穀

の
側
も
こ
の
説
話
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
よ
う
で
、
そ
れ
は
時
期
的
に
は
前
漢
末
以
降
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、「
口、

授
」
説
話
の
問
題
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
や
は
り
左

氏
に
始
ま
る
。
つ
ま
り
、
公
・
穀
で
は
本
来
、
経

に
こ
め
ら
れ
て
い
る
義
は
、
書
法
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る

か
ら
、
隠
し
よ
う
が
な
く
、
経
の
存
在
の
み
で
、

襃
諱
貶
損
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
あ
る
の
に
対
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し
て
、
左
氏
で
は
、
伝
に
よ
る
事
件
の
詳
述
が
な

け
れ
ば
、
経
の
真
意
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
口
授

し
て
隠
す
、
、

と
い
う
設
定
に
意
味
が
出
て
く
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
秘
教
性
を
強
調
す

る
こ
の
説
話
を
、
公
・
穀
が
採
用
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
こ
と
は
、
説
経
説
話
の
場
合
と
同
様
で

あ
る
。
要
す
る
に
、「
口
授
」
説
話
は
、「
説
経
」

説
話
と
別
の
も
の
で
は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
そ
の

一
環
と
し
て
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
天
統
】

天
・
地
・
人
の
三
才
は
、
所
謂
三
統
説
に
、

「
天
統
」・「
地
統
」・「
人
統
」
と
し
て
組
み
込
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
際
の
配
当
は
、
た
ぶ
ん
董
仲
舒

〔
確
か
な
と
こ
ろ
で
は
緯
書
〕
以
来
、
普
通
に
は
、

天
統
が
周
、
地
統
が
殷
、
人
統
が
夏
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、『
漢
書
』
律
暦
志
に
み
え
る
劉

の
三

統
説
に
限
っ
て
は
、
普
通
の
三
統
説
で
あ
る
と
解

す
る
も
の
に
雑
ざ
っ
て
、
特
殊
な
三
統
説
で
あ
る

と
解
す
る
も
の
が
間
間
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈

は
、『
漢
書
』
の
注
に
み
え
る
李
奇
説
・
韋
昭
説

に
始
ま
る
が
、
今
に
至
っ
て
も
あ
と
を
絶
た
な
い
。

例
え
ば
、
顧
頡
剛
「
三
統
説
的
演
変
」〔『
古
史
辨
』

七
（
中
）、
二
八
四
頁
〕
に
「
但
到
劉

作
三
統

暦
時
　
便
又
創
立
了
一
個
新
学
説

、
、
、

（
中
略
）
夏、
始

自
子
爲
天
統
、
、

殷、
始
自
丑
爲
地
統
、
、

周、
始
自
寅
爲

人
統
、
、

」
と
あ
り
、
鎌
田
正
『
左
伝
の
成
立
と
其
の

展
開
』〔
大
修
館
書
店
、
四
三
八
頁
〕
に
「
劉

の
称
す
る
三
統
も
亦
従
前
の
三
統
説
に
見
る
如
く
、

夏
・
殷
・
周
三
代
に
行
は
れ
た
も
の
と
し
て
ゐ
る

が
、
そ
の
名
称
即
ち
天
・
地
・
人
の
三
統
と
三
代

と
の
関
連
は
三
統
説
と
反
対
で
あ
り

、
、
、
、
、

…
…
」
と
あ

り
、
能
田
忠
亮
・
藪
内
清
『
漢
書
律
暦
志
の
研
究
』

〔
臨
川
書
店
、
九
五
頁
〕
に
「
此
文
を
み
る
と
、

三
代
と
は
夏
・
殷
・
周
で
あ
り
、
夏
が
天
統

、
、
、
、

、
殷、

が
地
統

、
、
、

、
周
が
人
統

、
、
、
、

に
あ
た
る
も
の
と
解
せ
ら
れ

て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
こ
の
点
は
周
を
天
統
と
し

溯
っ
て
殷
を
地
統
、
夏
を
人
統
と
す
る
従
来
の
三

統
説
と
は
根
本
的
に
相
違
し
て
ゐ
る

、
、
、
、
、
、

」
と
あ
る
の

が
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
問
題

の
律
暦
志
の
文
中
の
「
夏、
数
得
天、
」〔
実
は
昭
公

十
七
年
の
左
氏
伝
文
〕
の
「
天
」
や
、
郊
祀
志
贊

「
劉
向
父
子
以
爲
（
中
略
）
漢、
得
火
焉

故
高

始
起
　

母
夜
号
　
著
赤
帝
之
符
　
旗
章
遂
赤

自
得
天
統
、
、

矣
」
の
「
天
統
」
を
、
こ
こ
で
い
う
三

統
の
中
の
「
天
統
」
と
解
す
る
こ
と
か
ら
出
て
来

て
い
る
よ
う
だ
が
、
前
者
は
実
は
、
天
の
運
行

〔
気
候
の
周
期
〕
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
だ
し
、

後
者
は
、
五
行
説
の
話
で
、
天
か
ら
の
正
統
の
地

位
〔
天
子
の
位
〕
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
み
な
、
所
謂
「
天
統
」
と
は
関
係
が
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
、
特
殊
な
説
と

す
る
解
釈
は
分
が
悪
い
と
思
わ
れ
る
が
、
な
に
よ

り
も
、
特
殊
な
説
で
は
、
董
仲
舒
以
来
の
「
逆
数
、
、

三
而
復
」〔『
春
秋
繁
露
』
三
代
改
制
質
文
〕
と
い

う
原
則
に
違
反
し
、
単
な
る
「
順
数
」〔
天
地
人

―
夏
殷
周
〕
に
な
っ
て
し
ま
う
。

【
偏
戦
】

桓
公
十
年
「
冬
十
有
二
月
丙
午
斉
侯
衛
侯

伯

來
戦
于
郎
」
の
公
羊
伝
文
に
「
此

戦、
也
　
何
以

不
言
師
敗
績
」
と
あ
り
、
何
注
に
「
�

�
は
、

一
面
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
期
日
を
約
束
し
、
場

所
を
き
め
て
お
い
て
、
各
々
一
面
に
陣
ど
り
、
鼓

を
鳴
ら
し
て
戦
い
、
互
い
に
詐
か
な
い
、
の
で
あ

る
」
と
あ
る
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
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「

戦
」
と
は
、
正
式
な
戦
い

、
、
、
、
、

を
言
う
。
な
お
、

こ
の
「

戦
」
と
対
に
な
る
言
葉
と
し
て
、「
詐

戦
」
が
あ
る
。
昭
公
二
十
三
年
の
公
羊
伝
に
「
此

戦
也
　
曷
爲
以
詐
戦
、
、

之
辞
言
之
」
と
あ
る
の
が
、

こ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
詐
戦
」
の
方
は
、
い

さ
さ
か
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
昭
公
十
七
年

の
公
羊
伝
文
に
「
詐
戦
不
言
戦
」
と
あ
っ
て
、
正

式
な
戦
い
で
な
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、
た
の
み
の

何
休
が
二
様
に
解
釈
し
て
い
る
、
か
ら
で
あ
る
。

一
つ
は
、
既
に
上
に
あ
げ
た
何
注
に
「
互
い
に
詐

か
な
い
」
と
あ
り
、
ま
た
、
隠
公
六
年
の
公
羊
伝

文
「
諱
獲
也
」
の
何
注
に
「

戦
に
は
日
を
い
い
、

詐
戦
に
は
月
を
い
う
。（
こ
こ
で
）
日
を
い
っ
て

い
な
い
の
は
、

が
詐
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
あ

る
も
の
で
、
つ
ま
り
、「
詐
」
を
文
字
ど
お
り
、

あ
ざ
む
く

、
、
、
、

・
い
つ
わ
る

、
、
、
、

の
意
に
取
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
僖
公
三
十
三
年
の
公
羊
伝
文
「
詐

戦
不
日
　
此
何
以
日
」
の
何
注
に
「
�
詐
�
は
、

卒
で
あ
り
、
斉
人
の
語
で
あ
る
」
と
あ
る
も
の
で
、

つ
ま
り
、「
詐
」
を
、「
乍
」
に
通
じ
る
も
の
と
し

て
、
に
わ
か

、
、
、

・
不
意
に

、
、
、

の
意
に
取
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
僖
公
二
十
三
年
の
穀
梁
伝
文
「
以
其

不
教
民
戦
　
則
是
棄
其
師
也
」
の
范
注
に
引
く

玄
『
釈
穀
梁
廃
疾
』
に
は
「
詐
戦
謂
不
期
也
」
と

あ
っ
て
、「
期
日
を
約
束
し
な
い
」
と
い
う
解
釈

は
、
何
休
の

戦
の
解
釈
「
あ
ら
か
じ
め
期
日
を

約
束
す
る
」
の
逆
を
言
っ
た
も
の
だ
が
、
後
者
に

近
い
。
か
く
て
、
日
原
利
国
は
、『
春
秋
繁
露
』

竹
林
「
春
秋
之
書
戦
伐
也
　
有
悪
有
善
也
　
悪
詐、

撃、
而
善
　
戦
」
の
「
詐
撃
」
を
説
く
の
に
、�
詐

撃
は
、
詐
術
を
弄
し
た
奇
襲
。
下
文
の
「
詐
戦
」

と
同
じ
�
と
し
て
、
両
者
を
器
用
に
合
成
し
て
し

ま
っ
て
い
る
〔
明
徳
出
版
社
、
九
六
頁
〕。

【
離
会
】

離
合
集
散
の
意
で
は
な
く
て
、
二
国
の
会

、
、
、
、

の
こ

と
。
単
に
「
離
」
と
も
言
う
。
桓
公
二
年
「
蔡
侯
　

伯
会、
于
　
」
の
公
羊
伝
文
に
「
離、
に
は
（
普
通
）

�
会
�
と
言
わ
な
い
。
こ
こ
で
�
会
�
と
言
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
あ
り
、
何
注
に
「（
五
年

に
は
）�
斉
侯
　
伯
如、
紀
�
と
あ
る
か
ら
。
二
国
、
、

が
会
す
る
の
を

、
、
、
、
、
、

�
離、
�
と
い
う

、
、
、

。
二
人
が
議
論
す

る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
が
是
と
考
え
る
も
の

を
是
と
主
張
し
、
非
と
考
え
る
も
の
を
非
と
主
張

し
て
、
言
う
こ
と
が
同
じ
で
な
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
事
を
決
し
、

是
非
を
定
め
、
善
悪
を
立
て
る
、
こ
と
が
出
来
な

い
た
め
、
取
り
あ
げ
る
に
値
し
な
い
か
ら
、
離、
会

と
い
う
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
つ
づ
く
伝
文
に

「
お
そ
ら
く
、

が
会
に
参
加
し
た
か
ら
で
あ
ろ

う
」
と
あ
り
、
何
注
に
「
こ
の
時
、

の
都
で

と
会
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
三
国
以
上

、
、
、
、

の
場
合
に

、
、
、
、

�
会、
�
と
言
う

、
、
、

の
は
、
少
数
が
多
数
に

従
う
こ
と
を
重
ん
じ
て
で
あ
る
。（
三
国
以
上
な

ら
ば
）
事
を
決
し
、
是
非
を
定
め
、
善
悪
を
立
て

る
、
こ
と
が
出
来
る
。『
尚
書
』
に
�
三
人
で
議

論
す
る
と
き
は
、
二
人
の
意
見
に
従
う
�〔
洪
範
〕

と
あ
る
の
も
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
点
に
取
っ
た
の

で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
定
公
十
年
「
夏
公
会
斉
侯
于
　
谷
　
公
至、

自
　
谷
」
の
穀
梁
伝
文
に
も
「
離
会
、
、

に
は
（
普
通
）

も
ど
っ
た
こ
と
を
い
わ
な
い
。（
そ
れ
な
の
に
、

こ
こ
で
は
）
ど
う
し
て
も
ど
っ
た
こ
と
を
い
っ
て

い
る
の
か
。
危
ぶ
ん
で
で
あ
る
」
と
あ
る
。
な
お
、

何
休
は
、「
離
」
を
、
文
字
ど
お
り
、
は
な
れ
る

、
、
、
、

の
意
に
と
っ
て
い
る
が
、
諸
書
に
「
離
　
附
也
」・

「
離
　
著
也
」・「
離
　
両
也
」
等
の
訓
詁
が
み
え
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る
か
ら
、
所
謂
反
訓
と
し
て
、
つ
く
、
、

・
な
ら
ぶ

、
、
、

・

ふ
た
つ

、
、
、

の
意
に
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、『
易
』
離
卦
の
彖
伝
に
「
離
　
麗
也
」
と

あ
る
の
は
、
同
音
に
よ
る
仮
借
だ
が
、
麗
に
、
つ

く
・
な
ら
ぶ
の
意
味
が
あ
る
か
ら
、
広
義
の
反
訓

と
言
え
よ
う
。

【
義
例
】

孔
子
の
《
春
秋
》
が
一
種
の
暗
号
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
を
解
く
に
は
、
コ
ー
ド
〔
書
法
の
原

則
〕
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
を
「
義
例
」
と
呼
ぶ
。

こ
の
「
義
例
」
は
、
も
ち
ろ
ん
、
現
実
に
は
解
読

者
が
恣
意
的
に
設
定
す
る
も
の
だ
が
、
た
て
ま
え

と
し
て
は
孔
子
が
制
定
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ

こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
本
来
、
義
例
の
制
定
者
は

孔
子
一
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
義
例

は
一
種
類
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
杜
預
は
『
集
解
』
に
於
い
て
、
こ
の
よ
う
な

伝
統
に
反
し
、「
旧
例
」
と
「
変
例
」
と
い
う
、

二
種
類
の
義
例
を
設
定
し
た
。
そ
の
〈
春
秋
序
〉

に
よ
れ
ば
、「
旧
例
」
と
は
、
左
氏
伝
文
で
「
凡
」

と
書
き
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
史
官
が
記
録
す

る
際
の
規
則
と
し
て
周
公
が
制
定
し
た
も
の
で
あ

り
、「
変
例
」
と
は
、
左
氏
伝
文
で
「
書
」
と
か
、

「
不
書
」
と
か
、「
先
書
」
と
か
、「
故
書
」
と
か
、

「
不
言
」
と
か
、「
不
称
」
と
か
、「
書
曰
」
と
か

称
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
孔
子
が
新
た
に
制
定
し

た
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
赴
告
に
か
か
わ
る

左
氏
伝
文
「
凡、
諸
侯
有
命
　
告
則
書
　
不
然
則
否
」

〔
隠
公
十
一
年
〕
な
ど
を
見
れ
ば
、『
左
氏
伝
』
自

体
に
義
例
二
分
化
の
傾
向
が
全
く
な
い
、
と
は
言

え
な
い
が
、
杜
預
の
言
う
よ
う
に
截
然
と
区
別
さ

れ
て
い
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
こ
の
意
味
で
、

杜
預
『
集
解
』
の
読
み
〔
方
法
論
〕
は
、
春
秋
学

と
し
て
は
極
め
て
特
異
で
あ
る
。『
集
解
』
に
於

い
て
は
、
周
公
、
、

や
史
官
、
、

を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
孔
子
、
、

の
義、
の
学
で
あ
る
は
ず
の
春
秋

学
は
、
事
実
上
、
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

【
脩
母
致
子
説
】

普
通
の
五
行
相
生
説
が
、�
五
行
の
中
の
あ
る

徳
を
脩
め
る
と
、
そ
の
同
じ
徳
に
相
応
す
る
瑞
が

現
わ
れ
る
�〔
こ
れ
を
「
脩
当
方
致
当
方
」
と
呼

ぶ
〕
と
す
る
の
に
対
し
て
、�
五
行
の
中
の
あ
る

徳
〔
母
〕
を
脩
め
る
と
、
一
つ
ず
れ
て
、
そ
の
次

の
徳
〔
子
〕
に
相
応
す
る
瑞
が
現
わ
れ
る
�
と
す

る
特
殊
な
説
が
、
脩
母
致
子
説
で
あ
る
。
例
え
ば
、

前
者
で
は
、
木
徳
を
脩
め
れ
ば
木
徳
の
相
応
す
る

瑞
が
現
わ
れ
る
、
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
、
木

徳
を
脩
め
れ
ば
火
徳
に
相
応
す
る
瑞
が
現
わ
れ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
説
が
案
出
さ
れ
た
理

由
は
、
昭
公
二
十
九
年
の
左
氏
伝
文
「
龍
　
水
物

也
　
水
官
弃
矣
　
故
龍
不
生
得
」
を
何
と
か
う
ま

く
説
明
す
る
た
め
、
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

龍
は
一
般
に
は
木
徳
に
相
応
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
脩
母
致
子
説
に
よ

っ
て
、
こ
の
伝
文
を
、（
龍
が
水
徳
と
い
う
意
味

で
は
な
く
）「
龍
は
水
徳
を
母
と
す
る
物
で
あ
り

（
つ
ま
り
、
木
徳
で
あ
り
）、
母
で
あ
る
水
徳
が
廃

れ
て
い
る
〔
脩
め
ら
れ
な
い
〕
か
ら
、
子
で
あ
る

木
徳
の
龍
を
生
捕
り
に
出
来
な
い
〔
現
わ
れ
な

い
〕」
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ

の
説
は
、「
獲
麟
」
の
解
釈
に
も
使
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
孔
子
が
《
春
秋
》
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
礼
が
脩
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
礼
は
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火
徳
だ
か
ら
、
そ
の
子
で
あ
る
土
徳
に
相
応
す
る

麟
が
現
わ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
説
は
、
と
り
あ
え
ず
、
後
漢
の
左
氏
説
と
考
え

ら
れ
る
が
、
緯
書
の
説
で
あ
る
と
す
る
資
料
も
若

干
あ
り
、
そ
う
な
る
と
、
時
期
と
学
派
、
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
、
や
っ
か
い
な
問
題
が
残
る
こ
と
に

な
る
。

【
原
心
定
罪
】

「
心
を
た
ず
ね
て
罪
を
定
め
る
」
と
は
、
直
接
に

伝
文
に
は
出
て
こ
な
い
が
、『
公
羊
伝
』
の
特
徴

で
あ
る
、
行
爲
に
ひ
そ
む
心
意
を
偏
重
す
る
徹
底

的
な
動
機
主
義
を
表
わ
す
言
葉
。
例
え
ば
、
隠
公

元
年
「
三
月
公
及、

婁
儀
父
盟
于
眛
」
の
公
羊
伝

文
に
「�
及
�
と
は
何
か
。
与
〔
〜
と
〕
で
あ
る
。

�
会
��
及
��

�
は
い
ず
れ
も
み
な
与
で
あ
る
。

ど
う
し
て
、�
会
�
と
言
っ
た
り
、「
及
」
と
言
っ

た
り
、「

」
と
言
っ
た
り
す
る
の
か
。�
会
�
は

最
〔
聚
〕
と
同
じ
で
あ
る
。�
及
�
は
汲
汲
と
同

じ
で
あ
り
、�

�
は

と
同
じ
で
あ
る
。（
つ

ま
り
）�
及
�
は
我
〔
魯
〕
が
欲
し
た
場
合
で
あ

り
、�

�
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る
」

と
あ
り
、
何
注
に
「�
及
�
と
�

�
と
を
挙
げ

て
い
る
の
は
、
意
志
の
善
悪
に
隨
っ
て
、
そ
れ
を

そ
の
ま
ま
た
ず
ね
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。�
欲
し
た
�
場
合

は
、
善
が
重
く
悪
が
深
い
。�
や
む
を
得
な
か
っ

た
�
場
合
は
、
善
が
軽
く
悪
が
浅
い
。�
心
を
原

、
、
、

ね
て
罪
を
定
め
る

、
、
、
、
、
、
、

�
と
い
う
わ
け
で
あ
る
」
と
あ

る
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
言
葉

は
、『
漢
書
』
薛
宣
伝
・
王
嘉
伝
等
に
も
見
え
、

『
公
羊
伝
』
が
漢
の
現
実
に
応
用
さ
れ
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。
な
お
、
前
者
に
は
「
春
秋
之
義

意
悪
、
、

功
遂
　
不
免
於
誅

、
、
、
、

」
と
も
あ
っ
て
、
表
現
は

異
な
る
が
、
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ

る
。

【
獲
麟
】

本
来
、
《
春
秋
》
経
の
中
の
一
経
文
「
春
西
狩

獲
麟
、
、

」〔
哀
公
十
四
年
〕
だ
が
、
最
後
の
経
文
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
「
獲
麟
」
の
解
釈
は
、

主
に
孔
子
の
《
春
秋
》
制
作
そ
の
も
の
と
関
わ
っ

て
、
漢
代
春
秋
学
の
中
心
課
題
と
な
っ
た
。
例
え

ば
、
董
仲
舒
以
来
の
公
羊
家
は
、
麟
を
木
精
と
し
、

「
獲
麟
」→

《
春
秋
》
制
作
と
順
序
づ
け
て
お
り
、

一
方
、
左
氏
家
は
、
麟
を
土
精
あ
る
い
は
金
精
と

し
て
、
逆
に
、
《
春
秋
》
制
作→

「
獲
麟
」
と
順

序
づ
け
て
い
る
。
な
お
、
春
秋
学
に
於
い
て
、
普

通
、
経
文
の
解
釈
と
は
、
書
法
の
分
析
の
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
経
文
を
春
秋
の
義

、
、
、
、

と
し
て
解
釈

す
る
の
だ
が
、「
獲
麟
」
の
場
合
は
、
そ
う
で
は

な
く
、
一
つ
の
史
実

、
、
、
、
、

と
し
て
解
釈
す
る
の
が
、
左

氏
に
限
ら
ず
、
公
羊
も
含
め
て
の
一
般
的
傾
向
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、「
獲
麟
」
を
春
秋
の
義
と
し

て
も
解
釈
す
る
、
つ
ま
り
、
書
法
の
問
題
と
し
て

も
扱
う
よ
う
に
な
る
の
は
、
よ
う
や
く
何
休
に
至

っ
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
哀
公
十
四
年
の
公
羊
伝

文
「
曰
備
矣
」
の
何
注
に
「
ち
ょ
う
ど
�（
獲、

）

麟、
�
で
止
ま
っ
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、

の
は
、
堯
舜
の
盛
時
に
、

鳳
皇
が
や
っ
て
来
た
、
の
と
同
じ
よ
う
に
、
乱
を

治
め
る
と
い
う
功
業
が
、�（
獲
）
麟
�
で
完
成
し

た
、
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
そ
う
と
し
た
の
で
あ

る
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
筆
を

、
、

�
春、

�
で
絶
ち

、
、
、

、

下
の
三
つ
の
季
節
を
書
い
て
い
な
い
の
は
、
木
が

絶
え
て
火
が
王
と
な
り
〔
盛
ん
に
な
り
〕、
制
作

の
道
が
備
わ
っ
て
、
漢
に
授
け
る
ば
か
り
で
あ
る
、
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と
い
う
こ
と
示
し
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

【
赴
告
】

隠
公
十
一
年
の
左
氏
伝
文
に
「
凡
諸
侯
有
命

告
則
書
　
不
然
則
告
」
と
あ
り
、
杜
注
に
「�
命
�

と
は
、
国
の
大
事
や
政
令
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
の
赴
告
の
言
葉
を
承
け
て
は
じ
め
て
、
史
官

が
典
策
に
書
く
の
で
あ
る
〔
大
事
や
政
令
で
あ
っ

て
も
、
赴
告
を
承
け
な
け
れ
ば
、
典
策
に
書
か
な

い
〕。
ち
ま
た
の
風
聞
〔
小
事
〕
や
君
命
に
よ
っ

（
て
行
な
っ
）
た
の
で
は
な
い
も
の
、
な
ど
は
、

簡
牘
に
記
す
だ
け
で
、
典
策
に
記
す
こ
と
は
出
来

な
い
。
こ
れ
は
、
周
礼
の
旧
制
と
考
え
ら
れ
る
」

と
あ
る
。
杜
注
の
全
て
が
当
た
っ
て
い
る
か
ど
う

か
は
と
も
か
く
、「
赴
告
が
あ
れ
ば
書
く
」
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
書
く
主
体
は
史
官
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。
と
す
る
と
、
こ
の
伝
文
は
実
は
奇
妙

で
あ
る
。
伝
文
は
本
来
、
経
文
を
説
明
す
る
も
の

で
あ
り
、
経
文
を
書
い
た
の
は
孔
子
の
は
ず
だ
か

ら
で
あ
る
。
杜
預
は
、
仕
方
な
く
、
隠
公
七
年
の

伝
文
「
謂
之
礼
経
」
の
注
の
方
で
は
、「
仲
尼
は
、

《
春
秋
》
を
脩
め
る
の
に
、
い
ず
れ
も
み
な
、
典

策
を
承
け
て
経
を
つ
く
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

十
一
年
の
伝
文
は
、
ど
う
み
て
も
、
や
は
り
、
孔

子
〔
経
文
〕
で
は
な
く
て
、
史
官
〔
典
策
〕
を
説

明
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
辺
り
に
も
、
比

較
的
単
純
な
公
・
穀
に
対
し
て
、
そ
の
晩
出
の
可

能
性
も
含
め
た
、
左
氏
の
春
秋
伝
と
し
て
の
複
雑

性
が
現
わ
れ
て
い
る
。

【
遂
事
】

「
遂
」
と
は
、
本
来
、
上
の
事
件
と
下
の
事
件
と

が
、
他
の
事
件
を
そ
の
間
に
介
在
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
直
接
つ
ら
な
っ
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、

場
合
に
用
い
る
言
葉

で
、「
つ
い
で
（
に
）」
と
か
「
そ
の
ま
ま
」
と
い

っ
た
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
僖
公
四
年
等
の
穀
梁

伝
文
に
「
遂
　
継
事

、
、

也
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
、

僖
公
二
十
五
年
の
公
羊
伝
文
に
「
何
以
不
言
遂、

両
之
也
〔
別
々
の
二
つ
の
事
件
と
し
た
か
ら
で
あ

る
〕」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
を
裏
か
ら
言
っ
た
も

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
公
羊
伝
』
に
は
、
こ

れ
と
は
些
か
趣
を
異
に
す
る
「
遂
」
が
登
場
す
る
。

桓
公
八
年
の
伝
文
に
「
遂
者
何
　
生
事
也
」
と
あ

り
、
何
注
に
「
生

造
也
　
専
事
之
辞
」
と
あ
る

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
遂
」
と
は
、
独、

断
で
事
を
ひ
き
お
こ
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
い
う
表
現
で
あ
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
は
や
尋
常
の
語

学
的
訓
詁
で
は
な
く
、『
公
羊
伝
』
独
自
の
思
想
、
、

的、
訓
詁
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
意
味
で
の
「
遂
」
は
、「
大
夫
無
遂
事
、
、

」
と

し
て
、『
公
羊
伝
』
に
頻
見
す
る
。�
大
夫
は
独
断

で
事
を
お
こ
な
っ
て
は
な
ら
な
い
�
と
い
う
の
で

あ
る
。
な
お
、『
漢
書
』
馮
奉
世
伝
に
「
矯
制
生

、
、
、

事、
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
春
秋
之
義
亡
遂
事
、
、

漢

家
之
法
有
矯
制
、
、

」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
遂
事
つ

ま
り
生
事
は
、
現
実
の
政
治
の
場
で
は
、
所
謂

「
矯
制
」
に
相
当
す
る
の
で
あ
り
、
僖
公
三
十
年

の
伝
文
「
大
夫
無
遂
事
」
の
何
注
に
も
「
横
生
事

矯
君
命
」
と
あ
る
。

【
春
秋
説
】

《
春
秋
》
に
か
か
わ
る
緯
書
、
つ
ま
り
、「
春
秋

緯、
」
の
こ
と
。

玄
は
三
礼
を
注
釈
す
る
の
に
盛

ん
に
緯
書
を
引
用
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
党
禁
中
で

あ
っ
た
た
め
、
緯
書
の
よ
う
な
神
秘
の
書
を
そ
れ

と
明
示
す
る
の
が
憚
ら
れ
た
か
ら
、「
緯
」
を
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「
説
」
に
か
え
て
、
表
現
を
ぼ
か
し
た
、
こ
と
に

よ
る
〔『
礼
記
』
檀
弓
下
疏
引
〈

志
〉〕。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
は
春
秋
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
、「
易

説、
」・「
尚
書
説、
」・「
礼
説、
」
と
あ
れ
ば
、
同
様
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
易
緯、
・
尚
書
緯、
・
礼
緯、
の
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、「
春
秋
説
」
を
、
文
字
ど
お

り
、
春
秋
に
関
す
る
「
説
」
と
解
す
る
の
は
間
違

い
。
所
謂
「
説
」
の
場
合
、
当
時
の
言
い
方
は
も

っ
と
具
体
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
許
慎
『
五
経
異

義
』
に
よ
く
見
ら
れ
る
、「（
今
春
秋
）
公
羊
説、
」

と
「（
古
春
秋
）
左
氏
説、
」、「（
今
）
韓
詩
説、
」
と

「（
古
）
毛
詩
説、

」、「
今
尚
書
（
欧
陽
）
説、

」
と

「
古
尚
書
説、
」
の
よ
う
に
。
つ
ま
り
、「
説
」
と
い

う
言
い
方
は
、
今
文
と
古
文
と
の
対
立
に
基
づ
い

て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
当

時
、「
公
羊
学
」・「
左
氏
学
」
と
い
う
も
の
は
あ

っ
て
も
、「
春
秋
学
」
一
般
と
い
う
も
の
は
無
か

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
何
休
学
】

何
休
『
春
秋
公
羊
経
伝
解
詁
』
の
中
、
各
巻
の

原
目
、
例
え
ば
「
隠
公
第
一
」
等
の
下
に
附
せ
ら

れ
た
言
葉
。『
経
典
釈
文
』
に
よ
れ
ば
、「
学
」
と

は
注
述
、
、

の
意
で
あ
り
、
ま
た
、『
博
物
志
』
に
よ

れ
ば
、
�
あ
く
ま
で
師
か
ら
の
伝
承
で
あ
っ
て
、

自
己
の
創
見
で
は
な
い
�
と
い
う
、
何
休
の
謙
辞

で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
何
休
学、
」
は
「
何
休
注、
」

と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
な
お
、
謙
辞
と
い
う
こ
と

で
言
え
ば
、
臧
礼
堂
は
�
杜
預
の
春
秋
経
伝
集
解

は
「
杜
氏、
」
と
題
し
、
趙
岐
の
孟
子
章
句
は
「
趙

氏、
注
」
と
題
し
、

玄
の
孝
経
注
は
「

氏、
解
」

と
題
し
て
い
る
よ
う
に
、
古
人
は
謙
遜
し
て
自
分

の
名、
を
表
わ
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
「
何
休、
学
」
も
「
何
氏、
学
」
に
作
る
べ

き
で
あ
っ
て
、「
何
休、
学
」
で
は
古
書
の
体
例
に

合
わ
な
い
�
と
し
て
い
る
〔
臧
琳
『
経
義
雑
記
』

〈
漢
五
経
旧
題
〉〕。
た
だ
し
、「
何
氏、
学
」
に
作
っ

て
い
る
実
例
は
、
唐
石
経
の
「
桓
公
第
二
」
下

〔
阮
元

勘
記
〕
と
宋
本
『
経
典
釈
文
』
の
「
哀

公
第
十
二
」
下
、
の
二
箇
所
以
外
に
は
見
当
た
ら

な
い
。
ち
な
み
に
、「
趙
氏
注、

」
や
「

氏
解、

」

と
の
比
較
か
ら
も
、「
何
休
学、
」
の
「
学
」
が
注

解
の
意
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
拠
乱
】

『
春
秋
公
羊
経
伝
解
詁
』
の
何
休
序
に
「
本
拠
乱
、
、

而
作
」
と
し
て
見
え
る
。
《
春
秋
》
は
、
も
と
も

と
、
乱
世
〔
魯
の
十
二
公
の
世
〕
の
記
録
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
拠
乱
」
と
は
、《
春
秋
、
、

》
全
体
を
通
じ
て
の
言
葉

、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
康
有
爲
は
、『
大
同
書
』

に
於
い
て
、
こ
の
言
葉
を
利
用
し
て
、
何
休
以
来

の
公
羊
三
世
説
の
中
、
所
伝
聞
の
世
〔
隠
・
桓
・

荘
・
閔
・
僖
〕
に
あ
た
る
「
衰
乱
、
、

の
世
」
を
「
拠、

乱、

の
世
」
に
改
変
し
て
い
る
。
意
識
的
な
の
か
、

感
違
い
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
全
体
を

説
明
す
る
言
葉
を
、
一
部
を
説
明
す
る
の
に
使
っ

て
い
る
の
は
、
甚
だ
奇
妙
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
、

「
拠
乱
」〔
乱
は
乱
世、
の
意
〕
に
更
に
「
世
」
を
繋

げ
た
の
で
は
、
例
え
ば
、
哀
公
十
四
年
の
公
羊
伝

文
「
撥
乱
世
」〔
本
来
、
乱
世
を
お
さ
め
る
の
意
〕

か
ら
「
撥
乱
の
世
」
を
案
出
す
る
の
に
似
て
、
言

葉
と
し
て
意
味
を
な
さ
な
い
。
ち
な
み
に
、
康
有

爲
の
所
謂
「
拠
乱
の
世
」
が
結
局
は
乱
世
の
意
に

過
ぎ
な
い
こ
と
は
、『
春
秋
董
氏
学
』
に
於
い
て
、

康
有
爲
自
身
が
「
拠
乱
（
の
世
）」
を
「
乱
世
」
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と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
白
で
あ
る
。

【
豪
釐
千
里
】

『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
「
易
曰
　
失
之
豪
釐
、
、

差
以
千
里
、
、

」
と
し
て
見
え
る
。�
は
じ
め
の
う
ち

は
わ
ず
か
な
違
い
で
も
、
し
ま
い
に
は
膨
大
な
差

と
な
る
�
の
意
。
た
だ
し
、
裴

の
〈
集
解
〉
に

は
「
今
易
無
此
語
　
易
緯
有
之
」
と
あ
り
、
実
際
、

い
ま
『
易
緯
通
卦
験
』
上
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
文
は
司
馬
遷
当
時
の
も
の
で
は
な
く
、
晩
出

の
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
同
じ
太
史
公
自
序
に
「
子
曰
　
我
欲
載
之

空
言
　
不
如
見
之
於
行
事
之
深
切
著
明
也
」
と
あ

り
、
司
馬
貞
の
〈
索
隠
〉
に
「
案
孔
子
之
言
見
春

秋
緯
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、「
失
之
豪
釐
　
差
以
千
里
」「
差

若
豪

繆
以
千
里
」
等
の
表
現
は
、『
礼
記
』

経
解
・『
大
戴
礼
』
保
傅
・
同
礼
察
・『
新
書
』
胎

教
・『
漢
書
』
東
方
朔
伝
・
同
趙
充
国
伝
に
も
見

え
る
が
、
い
ず
れ
も
み
な
、
前
漢
末
以
降
の
晩
出

の
文
献
で
あ
る
。

【
再
受
命
】

あ
る
王
朝
が
正
統
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、
天
か

ら
受
命
、
、

し
て
諸
制
度
を
一
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
れ
は
、
普
通
は
最
初
の
一
度
限
り
の
こ

と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
王
朝
を
長
く
持
続
さ
せ

る
に
は
、
途
中
で
も
う
一
度
受
命
し
直
し
、
パ
ワ

ー
を
補
充
す
べ
き

、
、
、

で
あ
る
、
と
す
る
特
殊
な
説
が
、

「
再
受
命
」
説
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
前
漢
の

哀
帝
の
時
に
、
夏
賀
良
た
ち
が
、
斉
人
の
甘
忠
可

か
ら
受
け
た
〈
赤
精
子
の
讖
〉
に
も
と
づ
き
、

「
漢
家
暦
運
中
衰
　
当
再
受
命

、
、
、

宣
改
元
易
号
」

と
上
書
し
た
の
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
。
夏
賀
良

た
ち
の
議
は
一
度
は
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
結
局
、

応
験
が
な
い
と
し
て
、
彼
ら
は
罰
せ
ら
れ
た

〔『
漢
書
』
哀
帝
紀
・
李
尋
伝
〕。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
後
、
歴
史
の
趨
勢
に
よ
っ
て
、「
当、

再
受
命
」

と
い
う
言
葉
が
、
全
く
別
の
こ
と
を
意
味
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、「
中
衰
」
と
は
王

の

簒
奪
を
指
す
こ
と
に
な
り
、
再
受
命
の
主
体
は
、

前
漢
王
朝
か
ら
後
漢
王
朝
に
移
っ
た
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
言
葉
は
一
種

の
予
言
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、「
当
」
は
、
文
法

的
に
、
当
爲
、
、

か
ら
予
想
、
、

に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、『
漢
書
』
が
後
か
ら
〈
赤
精
子
の�
讖、
�〉

と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。

【
端
門
之
命
】

天
か
ら
魯
の
端
門
に
下
さ
れ
た
、�
春
秋
を
作

れ
�
と
の
孔
子
へ
の
命
。
哀
公
十
四
年
の
公
羊
伝

文
「
反
諸
正
　
莫
近
諸
春
秋
」
の
何
注
に
「
麟
を

得
た
後
、
天
が
血
書
を
魯
の
端
門
、
、

に
下
し
、�
い

そ
い
で
法
を
作
れ
。
聖
人
の
孔
子
が
没
し
、
姫
姓

の
周
が
亡
び
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
彗
星
が
東

に
出
た
の
だ
。（
今
後
）
秦
の
政
が
起
ち
、
胡

（
亥
）
が
道
術
を
破
壊
し
て
、
書
物
は
散
佚
す
る

で
あ
ろ
う
が
、（
法
を
作
っ
て
お
け
ば
）
孔
子

（
の
教
え
）
は
絶
え
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
�
と
あ

っ
た
。
子
夏
が
あ
く
る
日
に
往
っ
て
視
る
と
、
血

書
は
、
ま
い
あ
が
っ
て
赤
鳥
と
な
り
、（
さ
ら
に
）

変
化
し
て
白
書
と
な
り
、（
そ
れ
は
）『
演
孔
図
』

と
題
さ
れ
て
い
て
、
中
に
、
法
度
を
制
作
す
る
あ

り
さ
ま
が
え
が
か
れ
て
い
た
」
と
あ
る
。
な
お
、

徐
疏
は
、
こ
の
文
の
全
て
が
『
演
孔
図
』
の
文
で

あ
る
、
と
し
て
い
る
が
、
だ
と
す
る
と
、
あ
る
書
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の
叙
述
の
中
に
当
該
の
書
自
身
が
登
場
す
る
、
と

い
う
些
か
奇
妙
な
構
造
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
、

細
か
い
点
は
さ
て
お
き
、
何
休
が
緯
書
の
説
を
取

っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

【
三
伝
長
短
】

三
伝
は
、
は
じ
め
の
う
ち
、
互
い
に
そ
の
優
劣

を
競
い
合
う
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
、
三
伝

の
長
短
に
関
す
る
公
平
な
論
評
が
登
場
し
て
き
た
。

范

『
春
秋
穀
梁
伝
集
解
』
の
序
に
「
左
氏

而

富
　
其
失
也
巫
〔
左
氏
は
、
文
辞
が
美
し
く
て
ゆ

た
か
で
あ
る
が
、
鬼
神
へ
の
言
及
や
予
言
の
類
が

多
い
の
が
欠
点
で
あ
る
〕
穀
梁
清
而
婉
　
其
失
也

短
〔
穀
梁
は
、
表
現
が
お
だ
や
か
で
つ
つ
ま
し
い

が
、
簡
略
で
あ
る
の
が
欠
点
で
あ
る
〕
公
羊
辯
而

裁
　
其
失
也
俗
〔
公
羊
は
、
議
論
が
明
ら
か
で
は

っ
き
り
し
て
い
る
が
、
卑
俗
で
あ
る
の
が
欠
点
で

あ
る
〕」
と
あ
る
の
が
、
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
文
は
、
内
容
的
に
は
や
や
異
な
る
が
、

楊
疏
に
引
く

玄
『
六
芸
論
』
に
「
左
氏
善
於
礼

公
羊
善
於
讖
　
穀
梁
善
於
経
」
と
あ
る
の
を
承
け

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
范

の
文

の
よ
う
な
、
長
短
を
並
挙
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

と
い
う
言
い
方
は
、
春
秋
に
限
定
し
な
け
れ
ば
、

古
く
か
ら
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
た
よ
う
で
、
例
え

ば
、『
淮
南
子
』
泰
族
訓
に
「
温
恵
柔
良
者
　
詩

之
風
也
　
淳

敦
厚
者
　
書
之
教
也
　
清
明
条
達

者
　
易
之
義
也
　
恭
倹
尊
譲
者
　
礼
之
爲
也
　
寛

裕
簡
易
者
　
楽
之
化
也
　
刺
幾
辯
義
者
　
春
秋
之

靡
也
　
故
易
之
失
鬼
　
楽
之
失
淫
　
詩
之
失
愚

書
之
失
拘
　
礼
之
失

春
秋
之
失

」
と
あ
る
。

【
孔
子
史
記
】

「
史
記
」
と
は
本
来
、
史、
官
の
記、
録
の
意
で
あ
り
、

《
春
秋
》
に
か
か
わ
っ
て
登
場
す
る
時
に
は
、
例

え
ば
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』〔
太
史、
公
記、
〕
の
孔

子
世
家
や
儒
林
列
伝
に
「
因
史
記
、
、

作
春
秋
」
と
あ

る
よ
う
に
、
孔
子
《
春
秋
》
の
素
材
、
、

を
指
し
て
言

う
。
と
こ
ろ
が
、
同
十
二
諸
侯
年
表
序
に
は
「
故

因
孔
子
史
記

、
、
、
、

具
論
其
語
　
成
左
氏
春
秋
」
と
あ

っ
て
、「
史
記
」
に
「
孔
子
」
の
二
字
を
冠
す
る

こ
と
に
よ
り
、
孔
子
《
春
秋
》
そ
の
も
の

、
、
、
、

を
指
す

語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
公
・

穀
の
立
場
で
は
、
《
春
秋
》
は
義、
を
示
す
聖
典
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
指
し
て
「
史
記
」

と
は
呼
ば
な
い
は
ず
で
あ
り
、
推
測
で
き
る
の
は
、

事、
を
重
視
す
る
左
氏
の
立
場
な
ら
で
は
の
発
言
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、

そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
、「
孔
子
史
記
」

が
登
場
す
る
十
二
諸
侯
年
表
序
が
実
は
司
馬
遷
の

も
の
で
は
な
く
、『
左
氏
伝
』
の
出
現
と
い
う
前

漢
末
の
状
況
を
伝
え
る
晩
出
の
文
章
で
あ
る
こ
と

と
、
符
節
を
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
強
幹
弱
枝
】

根
本
の
力
を
強
く
し
、
末
端
の
力
を
そ
ぐ
、
の

意
。『
後
漢
書
』
賈
逵
伝
に
「
今
左
氏

、
、

崇
君
父

卑
臣
子
　
彊
幹
弱
枝

、
、
、
、

勧
善
戒
悪
　
至
明
至
切

至
直
至
順
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
般
に
は
、

左
氏
説
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
春
秋
繁
露
』
十
指
に
も
「
強
　
弱
枝

、

、
、

大
本
小

末
　
一
指
也
」
と
あ
り
、『
文
選
』
班
固
〈
西
都

賦
〉
注
に
引
く
緯
書
の
〈
春
秋
漢
含
孳
〉
に
も

「
強
幹
弱
流

、
、
、
、

天
之
道
（
宋
均
注
　
流
　
枝
也
）」

と
あ
り
、『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
の
公
羊
家
丁

恭
の
議
に
も
「
強
　
弱
枝

、

、
、

所
以
爲
治
也
」
と
あ
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り
、『
白
虎
通
』
誅
伐
に
も
「
所
以
強
幹
弱
枝

、
、
、
、

尊
天
子
　
卑
諸
侯
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

公
羊
説
の
可
能
性
も
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
、
真

相
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
さ
ら
に
、『
史
記
』

漢
興
以
来
諸
侯
王
年
表
序
に
も
「
彊
本
幹
弱
枝
葉

、
、
、
、
、
、

之
勢
　
尊
卑
明
而
萬
事
各
得
其
所
矣
」
と
あ
り
、

同
劉
敬
伝
に
も
「
此
彊
本
弱
末

、
、
、
、

之
術
也
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
し
て
、
単
な
る
古
語

、
、
、
、
、

と
考
え
て
お
く
の

が
無
難
か
も
知
れ
な
い
。

【
莅
盟
】

例
え
ば
、
僖
公
三
年
の
経
に
「
冬
公
子
友
如
斉

莅
盟
、
、

」
と
あ
り
、
昭
公
七
年
の
経
に
「
叔
孫
　
如

斉
莅
盟

、
、

」
と
あ
る
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
、

前
者
の
公
羊
伝
文
に
「�
莅
盟
�
と
は
何
か
。
あ

ち
ら
に
往
っ
て
盟
っ
た
場
合
で
あ
る
。�
来
盟
�

と
言
う
の
は
何
か
。
こ
ち
ら
に
来
て
盟
っ
た
場
合

で
あ
る
」
と
あ
っ
て
、『
公
羊
伝
』
で
は
、
対
に

な
る
「
来
盟
」
と
も
ど
も
、
そ
の
意
味
は
、
比
較

的
単
純
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
穀
梁
伝
』
で
は
、

も
う
少
し
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
前
者
の
穀
梁
伝

文
に
「�
莅
�
は
、
位
〔
臨
む
〕
で
あ
る
。
日
を

い
わ
な
い
の
は
、
前
定
の
盟
だ
か
ら
で
あ
る
」
と

あ
り
、
後
者
の
穀
梁
伝
文
に
「
内
〔
魯
〕
の
前
定

（
の
盟
）
を
表
現
す
る
の
に
�
莅
�
と
言
い
、
外

の
前
定
（
の
盟
）
を
表
現
す
る
の
に
�
来
�
と
言

う
」
と
あ
る
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
莅
盟
」・「
来
盟
」
の
「
盟
」
は
、
前
定
の
盟
に

限
ら
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

「
前
定
の
盟
」
と
は
何
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
前
者
の
穀
梁
伝
文
「
莅
は
位
で
あ
る
」
の
范

注
に
「
盟
誓
の
言
葉
が
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
て
、
、

、
今
こ
こ
で
は
、
た
だ
そ
の
位
〔
場
〕
に
往

っ
て
盟
っ
た
だ
け
な
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

【
通
辞
】

ど
ん
な
場
合
に
も
通
用
す
る
言
い
方
の
こ
と
。

「
達
辞
」
と
も
い
う
。『
春
秋
繁
露
』
竹
林
に
「
春

秋
無
通
辞

、
、

従
変
而
移
」
と
し
て
見
え
、
ま
た
、

同
精
華
に
「
所
聞
詩
無
達
詁
　
易
無
達
占
　
春
秋

無
達
辞
、
、

従
変
従
義
　
而
一
以
奉
天
」
と
し
て
見

え
る
。
な
お
、『
説
苑
』
奉
使
に
は
「
伝
曰
　
詩

無
通
故
　
易
無
通
吉
　
春
秋
無
通
義
、
、

」
と
あ
り
、

こ
の
「
通
義、
」
の
方
が
、「
通
辞、
」「
達
辞、
」
よ
り

も
、
詩
や
易
と
の
対
比
が
は
っ
き
り
出
る
し
、
春

秋
の
特
質
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
も
、
理
解
し
や

す
い
が
、『
繁
露
』
で
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
し

て
、「
辞
」
で
な
け
れ
ば
通
じ
な
い
。
ち
な
み
に
、

出
典
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
説
郛
』
に
〈
詩

紀
暦
枢
〉
の
文
と
し
て
「
詩
無
達
話、

易
無
達
言、

春
秋
無
達
辞、
」
と
あ
り
、「
話
〔
お
そ
ら
く
詁、
の

誤
り
〕」「
言、
」「
辞、
」
と
表
現
は
少
し
づ
つ
変
え

て
い
る
が
、
三
者
を
対
比
す
る
の
で
は
な
く
、
繰

り
返
し
て
三
者
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
言
っ

て
い
て
、
こ
の
緯
書
の
文
は
、
上
の
『
繁
露
』
の

文
に
近
い
系
統
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
文
質
】

『
春
秋
繁
露
』
三
代
改
制
質
文
に
「
故
王
者
有
不

易
者
　
有
再
而
復
者

、
、
、
、

有
三
而
復
者
　
有
四
而
復

者
　
有
五
而
復
者
　
有
九
而
復
者
」
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
六
種
の
革
命
原
理
の
う
ち
、「
再
而

復
者
」
に
相
当
す
る
も
の
。『
宋
書
』
礼
志
に
引

く
〈
詩
推
度
災
〉
に
「
二
而
復
者
　
文
質
、
、

也
」
と

あ
り
、『
文
選
』
班
固
〈
答
賓
戲
〉
の
注
に
引
く

〈
春
秋
元
命
包
〉
に
「
文
質
、
、

再
而
復
」
と
あ
る
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の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
文
と
は
、
文、
飾
つ
ま
り
形

式
を
重
ん
ず
る
王
朝
で
、『
繁
露
』
玉
杯
に
よ
れ

ば
、
周
を
指
す
。
質
と
は
、
実
質、
つ
ま
り
内
容
を

重
ん
ず
る
王
朝
で
、
殷
を
指
す
。
要
す
る
に
、
文

質
説
と
は
、
文
質
二
要
素
の
交
代
に
よ
っ
て
革
命

原
理
を
解
く
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
新
王

つ
ま
り
漢
は
、
周
を
継
い
だ
の
だ
か
ら
、
一
代
前

の
殷
に
従
っ
て
、
質
を
重
ん
ず
べ
し
、
と
説
く
も

の
で
あ
り
、『
繁
露
』
十
指
に
「
承
周
文、
而
反
之

質、
」
と
あ
る
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
な
お
、『
白

虎
通
』
爵
に
も
「
王
者
受
命
　
改
文、
従
質、
」
と
あ

り
、
ま
た
、
桓
公
十
一
年
の
公
羊
伝
文
「
春
秋
伯

子
男
一
也
　
辞
無
所
貶
」
の
何
注
に
も
「
春
秋
改

周
之
文、
従
殷
之
質、
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
上
の

六
種
の
う
ち
、「
三
而
復
者
」
と
は
、
三
統
説
の

こ
と
で
あ
り
、「
五
而
復
者
」
と
は
、
五
徳
終
始

説
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、「
四
而
復
者
」
と
は
、

同
篇
に
い
う
「
一
商
一
夏
一
質
一
文
」
の
こ
と
ら

し
い
が
、
他
に
類
を
見
な
い
独
自
の
原
則
で
あ
り
、

重
沢
俊
郎
は
、
三
と
五
と
の
間
隙
を
う
め
る
作
爲

的
な
産
物
と
み
て
い
る
〔『
周
漢
思
想
研
究
』
弘

文
堂
書
房
、
一
七
二
頁
〕。

【
本
事
】

『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
丘
明
恐
弟
子
各
安
其
意

以
失
其
真
　
故
論
本
事
、
、

而
作
伝
　
明
夫
子
不
以
空

言
説
経
也
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
、
そ
れ
の
本
づ

、
、
、
、
、

く
事
実

、
、
、

、
つ
ま
り
、
《
春
秋
》
経
文
に
記
さ
れ
て

い
る
事
件
の
詳
細
を
い
う
。
な
お
、「
本
事
」
が

事
件
の
詳
細
で
あ
る
こ
と
は
、『
論
衡
』
儒
増

「
伝
言
　
秦
滅
周
　
周
之
九
鼎
入
于
秦
」
の
下
に

「
案
本
事
、
、

」
と
し
て
事
件
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
し
て
、「
論
」
と

は
編
集
す
る

、
、
、
、

と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
で
あ
る
か
ら
、

「
論
本
事
而
作
伝
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
事
件
の

詳
細
な
記
述
を
特
徴
と
す
る
『
左
氏
伝
』
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
裏
か
ら

の
い
い
方
と
し
て
、『
太
平
御
覧
』
巻
第
六
百
一

十
に
引
く
桓
譚
『
新
論
』
に
「
左
氏
伝
世
　
後
百

余
年
　
魯
穀
梁
赤
爲
春
秋
　
残
略
多
有
遺
失
　
又

有
斉
人
公
羊
高
　
縁
経
文
作
伝
　
弥
離
其
本
事
、
、

矣
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
公
・
穀
の
方
は
本
事
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

な
お
、「
本
事
」
の
類
義
語
と
し
て
は
、「
行
事
」

や
「
実
事
」
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
み
な
、

『
左
氏
伝
』
の
特
徴
を
述
べ
る
の
に
よ
く
使
わ
れ

る
。
ま
た
、
反
義
語
と
し
て
は
、「
空
言
」
や

「
虚
言
」
な
ど
が
あ
る
。

【
左
史
】

『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
古
之
王
者
世
有
史
官
　
君

挙
必
書
　
所
以
慎
言
行
　
昭
法
式
也
　
左
史
、
、

記
言

右
史
記
事
　
事
爲
春
秋
　
言
爲
尚
書
　
帝
王
靡
不

同
之
」
と
し
て
見
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
、
左
・

右
の
史
に
よ
る
「
言
」
と
「
事
」
と
の
分
担
は
、

こ
れ
以
前
の
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
も
、

こ
れ
以
前
は
、
そ
の
特
質
が
「
事
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
『
尚
書
』
の
方
で
、
《
春

秋
》
は
「
義
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
よ
う
な
分
担
は
、『
左
氏
伝
』
の
登
場
に
よ

っ
て
、
《
春
秋
》
の
特
質
が
新
た
に
「
事
」
と
規

定
し
直
さ
れ
た
前
漢
末
に
、
始
め
て
言
い
出
さ
れ

た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
礼
記
』

玉
藻
に
「
動
則
左
史
、
、

書
之
　
言
則
右
史
書
之
」
と

あ
る
の
も
、
芸
文
志
と
は
左
・
右
が
逆
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
《
春
秋
》
と
『
尚
書
』
の
名
が
見

え
な
い
が
、
や
は
り
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
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る
。
な
お
、
も
し
か
り
に
、
玉
藻
の
方
を
と
る
と

す
れ
ば
、
つ
ま
り
、
動
作
〔
事
〕
を
担
当
す
る
の

が
左
史
で
あ
る
と
い
う
の
な
ら
、
こ
こ
に
、「
左
」

と
い
う
語
を
媒
介
と
す
る
「
左、
史
」
と
『
左、
氏
伝
』

と
の
隠
れ
た
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
も
、
不
可
能

で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、『
急
就
篇
』
左
地
余
の

顔
師
古
の
注
に
「
左
丘
明
本
魯
之
左
史
　
継
守
其

職
　
遂
爲
姓
焉
　
又
楚
左
史
倚
相
末
裔
　
亦
爲
左

氏
」
と
あ
る
。

【
後
聖
】

哀
公
十
四
年
の
公
羊
伝
文
に
「
制
春
秋
之
義
以

俟
後
聖
、
、

」
と
し
て
見
え
る
。《
春
秋
》
は
誰
の
た

、
、
、

め
に
、
、

作
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
対
象
を
示
す
語
で
あ

り
、
対
象
が
誰
か
は
、
こ
の
伝
文
の
成
立
時
期
に

か
か
わ
る
。
つ
ま
り
、
成
立
が
漢
以
前
で
あ
れ
ば
、

「
後
聖
」
と
は
漠
然
と
し
た
未
来
の
聖
王
を
指
し
、

漢
代
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
聖
漢
の
王
を
指
す
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
董
仲
舒
『
春
秋
繁
露
』

の
一
部
や
司
馬
遷
『
史
記
』
な
ど
、
他
の
資
料
を

勘
案
す
る
と
、
後
者
の
可
能
性
が
高
い
。
ち
な
み

に
、
時
代
は
降
る
が
、
何
注
に
は
「
待
聖
漢
之
王

以
爲
法
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ

う
な
�
春
秋
は
漢
代
の
た
め
に
作
ら
れ
た
�
と
い

う
説
は
、
言
葉
と
し
て
や
や
お
か
し
い
が
、
一
般

に
〈
春
秋
漢
代
制
作
説
〉
と
呼
ば
れ
る
。

【
微
辞
】

定
公
元
年
の
公
羊
伝
文
に
「
定
哀
多
微
辞
、
、

」
と

し
て
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
づ
く
伝
文
に
「（
か
り

に
）
主
人
が
経
の
読
み
方
を
習
い
、
そ
の
解
釈
を

き
い
た
と
し
て
も
、
自
分
に
罪
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
な
い
」
と
あ
る
か
ら
、
単
な
る
微
妙
な
表
現

を
い
う
の
で
は
な
く
、
解
釈
を
き
い
て
も
〔
つ
ま

り
、
伝
文
を
み
て
も
〕
分
か
ら
な
い
極
微
の
表
現

を
い
い
、
し
か
も
、
そ
れ
は
、
十
二
公
の
う
ち
、

定
・
哀
の
二
公
に
集
中
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
微
」
を
、
例
え
ば

『
荀
子
』
勧
学
に
「
春
秋
之
微、
也
」
と
あ
る
よ
う

な
、
一
般
に
《
春
秋
》
全
体
に
つ
い
て
い
わ
れ
る

「
微
」
と
、
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
こ

の
よ
う
な
「
微
辞
」
の
概
念
の
導
入
は
、
伝
文
の

み
に
よ
ら
な
い
、
《
春
秋
》
の
自
由
解
釈
〔『
春

秋
繁
露
』
に
多
く
み
ら
れ
る
〕
に
通
じ
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
「
定
哀
多
微
辞
」
と
い
う
伝
文
自
体

の
成
立
も
、
漢
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。

【
春
秋
繁
露
】

書
名
。
一
応
、
董
仲
舒
撰
と
さ
れ
る
が
、『
春

秋
繁
露
十
七
巻
』
と
し
て
の
著
録
は
、
梁
の
阮
孝

緒
の
『
七
録
』
に
始
ま
る
か
ら
、
こ
の
形
で
の
成

書
の
時
期
は
六
朝
の
初
め
頃
と
推
定
さ
れ
る

〔「
繁
露
」
と
い
う
名
称
の
由
来
は
不
明
〕。
内
容

に
つ
い
て
み
る
に
、
一
方
で
は
、
重
沢
俊
郎
が
こ

の
書
か
ら
〈
春
秋
董
氏
伝
〉
を
抽
出
し
て
み
せ
た

よ
う
に
〔『
周
漢
思
想
研
究
』
附
録
、
弘
文
堂
書

房
〕、
董
仲
舒
の
も
の
ら
し
き
春
秋
公
羊
学
説
に

富
ん
で
い
る
が
、
も
う
一
方
で
は
、
百
科
事
典
風

に
雑
多
で
あ
り
、
双
方
を
勘
案
す
れ
ば
、『
繁
露
』

と
い
う
書
物
は
、
董
仲
舒
か
ら
前
漢
末
ご
ろ
ま
で

の
思
想
を
含
ん
で
い
る
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
な

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
前
漢
末
と
い
う

る
つ
ぼ

、
、
、

の
よ
う
な
時
代
に
は
、『
左
氏
伝
』
や
緯

書
も
出
現
し
て
お
り
、『
繁
露
』
も
合
わ
せ
た
こ

れ
ら
三
者
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
相
互
関
係
が
あ
る
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に
違
い
な
い
。

【
卯
金
刀
】

『
漢
書
』
王
　
伝
中
に
「
夫
劉
之
爲
字
卯
金
刀

、
、
、

也
」

と
あ
り
、
こ
の
「
卯
金
刀
」
が
、
文
字
を
偏
旁
冠

脚
な
ど
に
分
解
し
た
所
謂
拆
字
、
、

の
始
ま
り
と
さ
れ

る
が
、
そ
の
萌
芽
は
、
宣
公
十
二
年
の
左
氏
伝
文

「
夫
文
止
戈

、
、

爲
武
」
や
昭
公
元
年
の
左
氏
伝
文

「
於
文
皿
蟲

、
、

爲
蠱
」
な
ど
に
、
既
に
見
ら
れ
る
。

な
お
、『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
に
「
讖
記

、
、

曰

劉
秀
発
兵
捕
不
道
　
卯
金
、
、

修
徳
爲
天
子
」
と
あ
り
、

注
に
「
卯
金
　
劉
字
也
　
春
秋
演
孔
図

、
、
、
、
、

曰
　
卯
金

刀
　
名
爲
劉
　
赤
帝
後
　
次
代
周
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
拆
字
「
卯
金
刀
」
が
緯
書
に
始
ま
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
劉
漢
王
朝
の
神
秘
化
に

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

【
七
等
】

公
羊
の
原
目
「
隠
公
第
一
」
の
疏
に
引
く
何
休

〈
文

例
〉
に
見
え
る
言
葉
で
、
同
じ
〈
文

例
〉

に
よ
れ
ば
、「
州
」・「
国
」・「
氏
」・「
人
」・「
名
」・

「
字
」・「
子
」
の
七
等
級
を
い
う
。
荘
公
十
年
の

公
羊
伝
文
「
荊
者
何
　
州
名
也
　
州
不
若
国
　
国

不
若
氏
　
氏
不
若
人
　
人
不
若
名
　
名
不
若
字

字
不
若
子
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
そ
の
何
注
に

は
「
爵
最
尊
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
疏
に
引

く
『
説
題
辞
』
に
「
北
斗
七
星
有
政
　
春
秋
亦
以

七
等
、
、

宣
化
」
と
あ
り
、『
運
斗
枢
』
に
「
春
秋
設

七
等
、
、

之
文
　
以
貶
絶
録
行
　
応
斗
屈
伸
」
と
あ
る

か
ら
、「
七
等
」
の
語
自
体
は
、
何
休
よ
り
先
、

緯
書
に
始
ま
る
。

【
石
渠
閣
論
議
】

石
渠
閣
は
、
蔵
書
閣
の
名
称
で
、
前
漢
の
宣
帝

の
甘
露
三
年
〔
前
五
一
年
〕
に
、
こ
こ
で
、
勅
命

に
よ
り
、
五
経
の
異
同
が
講
論
さ
れ
た
。
そ
の
際

の
中
心
課
題
の
一
つ
は
、
公
羊
と
穀
梁
と
の
優
劣

の
判
定
で
あ
り
、
公
羊
側
は
荘
彭
祖
等
が
、
穀
梁

側
は
尹
更
始
・
劉
向
等
が
出
席
し
、
三
十
余
事
に

わ
た
っ
て
議
論
し
た
が
、
穀
梁
側
に
軍
配
が
上
が

る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
晩
出
の
穀
梁

は
よ
う
や
く
盛
ん
と
な
り
、
一
時
的
だ
が
、
先
出

の
公
羊
と
肩
を
な
ら
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
白
虎
観
論
議
】

白
虎
観
は
、
宮
殿
の
名
称
で
、
後
漢
の
章
帝
の

建
初
四
年
〔
七
九
年
〕
に
、
前
漢
の
石
渠
閣
で
の

故
事
に
な
ら
い
、
こ
こ
で
、
勅
命
に
よ
り
、
五
経

の
異
同
が
講
議
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
中
心
課
題
は
、

今
文
学
派
内
部
の
諸
説
の
調
整
で
あ
っ
た
が
、
公

羊
〔
今
文
〕
と
左
氏
〔
古
文
〕
と
の
優
劣
の
判
定

も
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
公
羊
側
は
李
育
が
、
左

氏
側
は
賈
逵
が
出
席
し
た
が
、
激
論
の
末
、
賈
逵

は
敗
れ
、
左
氏
は
進
出
の
機
会
を
逸
し
た
。
な
お
、

こ
の
時
の
記
録
が
、
班
固
の
『
白
虎
通
義
』
と
し

て
残
存
す
る
。

【
左
丘
明
】

『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
左
氏
伝
三
十
巻
　
左
丘
明

、
、
、

魯
太
史
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
故
与
左
丘
明

、
、
、

観
其

史
記
」
と
あ
っ
て
、『
左
氏
伝
』
の
作
者
に
擬
せ

ら
れ
、
し
か
も
、
《
春
秋
》
経
自
体
の
制
作
に
も

係
わ
る
ほ
ど
孔
子
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
、
魯

の
太
史
。
こ
れ
と
同
年
代
、
つ
ま
り
、
前
漢
末
の

『
左
氏
伝
』
の
出
現
時
の
資
料
と
し
て
、『
史
記
』

十
二
諸
侯
年
表
序
に
も
「
魯
君
子
左
丘
明

、
、
、

懼
弟
子
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人
人
異
端
　
各
安
其
意
　
失
其
真
　
故
因
孔
子
史

記
　
具
論
其
語
　
成
左
氏
春
秋
」
と
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
は
『
論
語
』
公
冶
長
に
「
子
曰
　
巧

言
令
色
足
恭
　
左
丘
明

、
、
、

恥
之
　
丘
亦
恥
之
　
匿
怨

而
友
其
人
　
左
丘
明

、
、
、

恥
之
　
丘
亦
恥
之
」
と
あ
る
、

孔
子
と
好
悪
を
同
じ
く
す
る
左
丘
明
や
、『
史
記
』

太
史
公
自
序
に
「
左
丘
、
、

失
明
　
厥
有
国
語
」
と
あ

る
、
視
力
を
失
っ
た
国
語
の
作
者
左
丘
な
ど
を
利

用
し
た
、
作
爲
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
作
爲
の
目
的
は
、
晩
出
の
左
氏
が
、
先
出
の

公
・
穀
に
対
し
て
、
自
ら
の
優
越
性
を
誇
示
す
る

こ
と
、
に
あ
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
例
え
ば
、

『
漢
書
』
劉

伝
に
「

以
爲
左
丘
明
好
悪
与
聖

人
同
　
親
見
夫
子
　
而
公
羊
穀
梁
在
七
十
子
後

伝
聞
、
、

之
与
親
見
、
、

之
　
其
詳
略
不
同
」
と
あ
る
よ
う

に
、
左
氏
側
の
、
公
・
穀
と
の
比
較
の
論
点
は
、

い
つ
も
、
孔
子
と
の
親
疏
で
あ
っ
た
。

【
胡
　
生
】

前
漢
、
斉
の
人
。
字
は
、
子
都
。
公
羊
春
秋
を

治
め
て
、
景
帝
の
時
、
博
士
と
な
っ
た
。
董
仲
舒

も
同
じ
学
問
を
治
め
た
が
、
仲
舒
は
書
物
を
著
わ

し
て
そ
の
徳
を
ほ
め
た
た
え
た
。
晩
年
に
は
帰
郷

し
て
斉
で
教
授
し
、
斉
で
《
春
秋
》
を
云
云
し
よ

う
と
す
る
者
は
み
な
彼
に
師
事
し
た
。
公
孫
弘
も

そ
の
一
人
で
あ
る
〔
漢
書
八
八
〕。
な
お
、
彼
は
、

景
帝
期
と
推
定
さ
れ
る
『
公
羊
伝
』
の
成
書
自
体

に
も
関
与
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
何
休

が
『
春
秋
公
羊
経
伝
解
詁
』
を
作
る
際
に
は
、
胡
　

生
の
「
条
例
、
、

」
に
依
っ
て
い
る
。

【
荘
彭
祖
】

前
漢
、
東

下

〔
現
、
江
蘇
省

県
の
東
部
〕

の
人
。
字
は
、
公
子
。
顔
安
楽
と
と
も
に
公
羊
学

者
の

孟
に
師
事
し
た
が
、
弟
子
百
余
人
の
う
ち
、

こ
の
二
人
だ
け
が
、「
春
秋
の
意
は
二
子
に
あ
り
」

と
し
て
、
師
の
孟
に
認
め
ら
れ
、
孟
が
死
ぬ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
門
戸
を
成
し
て
教
授
し
た
。
そ
の
た
め
、

公
羊
春
秋
は
、
こ
れ
以
後
、
顔
・
荘
の
二
学
派
に

分
か
れ
た
。
彭
祖
は
、
宣
帝
の
時
に
博
士
と
な
り
、

河
南
・
東
郡
太
守
を
へ
て
、
中
央
に
入
っ
て
左
馮

翊
と
な
り
、
太
子
太
傅
に
遷
っ
た
が
、
廉
直
で
権

力
者
に
仕
え
ず
、
み
だ
り
に
富
貴
を
求
め
な
か
っ

た
〔
漢
書
八
八
〕。
な
お
、『
漢
書
』
で
は
実
は
、

「
厳、
彭
祖
」
に
作
っ
て
い
る
。
今
こ
こ
で
は
、�
本、

来、
「
荘、
」
で
あ
る

、
、
、

の
を
、『
漢
書
』
で
は
、
後
漢

の
明
帝
の
諱
を
避
け
て
、「
厳
」
に
改
め
た
の
で

あ
り
、
そ
の
証
拠
に
、
公
羊
疏
に
引
く

玄
『
六

芸
論
』
に
は
「

孟
弟
子
荘、
彭
祖
及
顔
安
楽
」
と

あ
る
�
と
い
う
銭
大

の
説
〔『
十
駕
齋
養
新
録
』

巻
十
二
〕
に
従
っ
て
、
一
応
「
荘、
彭
祖
」
に
し
て

お
く
。
ち
な
み
に
、『
漢
書
』
五
行
志
上
「
厳、
公

二
十
年
夏
斉
大
災
」
の
顔
注
に
も
「
厳
公
謂
荘、
公

也
　
避
明
帝
諱
　
故
改
曰
厳
　
凡
漢
書
載

姓
爲

厳
者
　
皆
類
此
」
と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も

と
も
と
「
厳
」
な
ら
ば
、
避
諱
と
は
関
係
が
な
い

し
、『
六
芸
論
』
の
方
も
、
伝
写
の
中
途
で
、「
厳
」

を
「
荘
」
の
避
諱
と
み
な
し
た
先
人
が
、
お
節
介

に
も
、「
厳
」
を
「
荘
」
に
も
ど
し
た
結
果
、
か

も
知
れ
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
、「
荘
」
な
の
か

「
厳
」
な
の
か
、
最
終
的
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
、

と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
後
漢

書
』
は
、「
厳
」
で
あ
る
。

【
顔
安
楽
】

前
漢
、
魯
国

〔
現
、
山
東
省
滕
県
の
東
南
部
〕
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の
人
。
字
は
、
公
孫
。

孟
の
甥
。
荘
彭
祖
と
と

も
に
公
羊
学
者
の

孟
に
師
事
し
た
が
、
弟
子
百

余
人
の
う
ち
、
こ
の
二
人
だ
け
が
、「
春
秋
の
意

は
二
子
に
あ
り
」
と
し
て
、
師
の
孟
に
認
め
ら
れ
、

孟
が
死
ぬ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
門
戸
を
成
し
て
教
授
し

た
。
そ
の
た
め
、
公
羊
春
秋
は
、
こ
れ
以
後
、

顔
・
荘
の
二
学
派
に
分
か
れ
た
。
安
楽
は
、
貧
し

い
な
が
ら
学
問
に
励
み
、
官
は
斉
郡
太
守
丞
に
至

っ
た
が
、
後
に
仇
敵
に
殺
さ
れ
た
。
弟
子
に

豊

次
君
・
任
公
・
冥
都
・

路
が
お
り
、
み
な
一
派

を
た
て
た
〔
漢
書
八
八
〕。
な
お
、
公
羊
の
「
何

休
序
」
及
び
原
目
「
隠
公
第
一
」
の
疏
に
よ
れ
ば
、

顔
安
楽
は
、
隠
・
桓
・
荘
・
閔
・
僖
を
所
伝
聞
の

、
、
、
、

世、
と
し
、
文
・
宣
・
成
・
襄
を
所
聞
の
世

、
、
、
、

と
し
、

昭
・
定
・
哀
を
所
見
の
世

、
、
、
、

と
す
る
、
普
通
の
公
羊

三
世
説
に
対
し
て
異
を
唱
え
、
襄
公
二
十
一
年
の

孔
子
誕
生
以
後
を
所
見
の
世

、
、
、
、

と
し
て
い
る
。

【
丁
恭
】

後
漢
、
山
陽
東
緡
〔
現
、
山
東
省
金
郷
の
東
北

部
〕
の
人
。
字
は
、
子
然
。
建
武
の
初
め
に
、
諫

議
大
夫
・
博
士
と
な
っ
て
、
関
内
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、

そ
の
後
、
少
府
に
遷
っ
た
。
公
羊
荘、
氏
春
秋
に
習

熟
し
、
そ
の
学
問
は
精
細
明
晰
で
、
弟
子
は
常
時

数
百
人
、
遠
方
か
ら
の
留
学
者
も
含
め
れ
ば
、
数

千
人
に
も
達
し
た
。
そ
の
た
め
、「
大
儒
」
と
称

揚
さ
れ
、
弟
子
の
中
か
ら
は
、
す
ぐ
れ
た
学
者
が

輩
出
し
た
。
後
に
、
侍
中
祭
酒
・
騎
都
尉
を
拝
命

し
、
光
武
帝
の
側
近
と
し
て
、
事
ご
と
に
意
見
を

求
め
ら
れ
た
。
後
漢
書
七
九
下
。

【
李
育
】

後
漢
、
扶
風
漆
〔
現
、
陝
西
省
彬
県
〕
の
人
。

字
は
、
元
春
。
若
く
し
て
公
羊
春
秋
に
習
熟
し
、

同
郡
の
班
固
に
認
め
ら
れ
推
挙
さ
れ
た
が
、
辞
退

し
て
教
授
に
専
念
し
た
。
公
羊
学
派
の
一
人
と
し

て
、
左
氏
学
派
に
反
対
し
『
難
左
氏
義
』
四
十
一

事
を
作
っ
た
が
、
公
羊
学
派
の
多
く
が
親
近
す
る

図
讖
に
対
し
て
は
否
定
的
で
あ
っ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。
章
帝
の
時

に
博
士
と
な
り
、
詔
に
よ
っ
て
、
諸
儒
と
と
も
に

五
経
を
白
虎
観

、
、
、

で
議
論
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
公

羊
の
義
に
よ
り
、
筋
の
通
っ
た
証
拠
を
あ
げ
、
左

氏
の
大
家
で
あ
る
賈
逵
を
論
破
し
た
。
後
漢
書
七

九
下
。

【
陳
欽
】

前
漢
、
蒼
梧
広
信
〔
現
、
広
西
壮
族
自
治
区
梧

州
〕
の
人
。
字
は
、
子
佚
。
陳
元
の
父
。
黎
陽
の

賈
護
に
師
事
し
て
、
左
氏
春
秋
を
お
さ
め
た
。
同

時
期
に
左
氏
春
秋
を
お
さ
め
た
劉

と
は
門
戸
を

異
に
し
、
別
に
�
陳
氏
春
秋
�
を
名
乗
っ
た
。
王

も
欽
に
従
っ
て
左
氏
の
学
を
受
け
、
欽
を

難

将
軍
に
し
た
〔
漢
書
八
八
・
後
漢
書
三
六
〕。
な

お
、『
礼
記
』
礼
運
疏
に
引
く
〈
五
経
異
義
〉
に

「
陳
欽
、
、

説
　
麟
　
西
方
毛
蟲
　
孔
子
作
春
秋
　
有

立
言
　
西
方

為
口
　
故
麟
来
」
と
し
て
、

欽
の
「
獲
麟
」
解
釈
が
み
え
る
が
、
こ
の
説
は
、

「
獲
麟
」→

《
春
秋
》
制
作
と
順
序
づ
け
る
董
仲

舒
以
来
の
公
羊
説
に
対
し
て
、
左
氏
家
と
し
て
異

を
と
な
え
、
そ
の
順
序
を
、
逆
に
、
《
春
秋
》
制

作→

「
獲
麟
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
陳
元
】

後
漢
、
蒼
梧
広
信
〔
現
、
広
西
壮
族
自
治
区
梧

州
〕
の
人
。
字
は
、
長
孫
。
陳
欽
の
子
。
若
く
し

て
父
か
ら
左
氏
春
秋
を
受
け
、
郷
人
と
の
交
際
を

絶
っ
て
ま
で
、
訓
詁
に
没
頭
し
、
建
武
（
二
五
〜
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五
六
）
の
初
め
に
は
、
桓
譚
・
杜
林
・

興
と
と

も
に
、
学
者
た
ち
に
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

父
の
官
位
の
お
か
げ
で
郎
と
な
っ
た
が
、
左
氏
を

学
官
に
立
て
る
こ
と
が
議
せ
ら
れ
る
に
及
び
、
范

升
等
の
反
対
意
見
に
抗
し
て
左
氏
を
弁
護
し
、
論

争
の
結
果
、
左
氏
は
学
官
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
一
時
の
こ
と
で
、
そ

の
後
、
論
争
が
再
燃
し
、
結
局
、
左
氏
は
ま
た
廃

せ
ら
れ
た
〔
後
漢
書
三
六
〕。
な
お
、
こ
の
論
争

の
こ
と
は
、
儒
林
伝
の
李
育
の
項
に
も
「
以
為
前

世
陳
元
范
升

、
、
、
、

之
徒
更
相
非
折
　
而
多
引
図
讖

、
、
、
、

不、

拠
理
体

、
、
、

」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
陳
元
が
、

賈
逵
と
同
様
に
、
緯
書
に
親
近
し
た
古
文
家
と
い

う
、
ね
じ
れ
た

、
、
、
、

存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
〔
ち

な
み
に
、
こ
の
文
を
「
従
来
二
家
の
争
は
図
讖
を

引
い
た
、
委
し
く
言
へ
ば
公
羊
に
は
図
讖
あ
り
、

左
伝
に
は
な
い
、
と
い
ふ
事
で
議
論
し
た
」（
狩

野
直
喜
『
両
漢
学
術
考
』
一
四
五
頁
）
と
解
す
る

の
は
誤
り
。「
二
家
の
い
ず
れ
も
が
図
讖
を
引
い

た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〕。

（
本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
度
跡
見
学
園
特
別
研
究
助
成
費

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）
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